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◆特色ある学校・園づくりの推進◆
　学校園は、一人ひとりの幼児・児童・生徒にとって、心の居場所
となり元気で楽しく生活が送れなければなりません。そのため、創
意工夫した教育課程づくり、ゆとりある学校園づくり、地域の特性
を生かした開かれた学校園づくりを推進します。

◆基礎・基本の徹底と個性を伸ばす教育◆
　学習指導においては、厳選された基礎的・基本的内容について確
実に定着が図れるよう努めます。また、新学習指導要領の移行措置
の趣旨に沿い、教育課程の編成や「総合的な学習の時間」の導入を
進めます。道徳教育においては、体験的な活動を生かしながら、正
義感・倫理感・思いやりの心など豊かな人間性を培うように努めま
す。また、道徳の時間を充実させ、家庭や地域社会との連携をもと
に道徳的実践力を養っていきます。

◆豊かな人間性と「生きる力」の育成◆
　「心の教育の在り方」が問われている今、「生きる力」を身に付

ひら

け、新しい時代を切り拓く積極的な心を育てることが大切です。そ
のためには、自然・生活を通した体験的な学習や読書活動を通して
「心を育てる場」づくりや、集団の中で共に伸びようとする心の育
成、命と人権を大切にする心の育成に努めていき、夢や想像力を大
切にし、豊かな感性を育てていきます。

◆ぬくもりのある生徒指導と進路指導の充実◆
　生徒指導においては、いじめや不登校と共に、問題行動の低年齢
化が進み衝動的な行動への対応が緊急課題です。その指導において
は、人間的なふれあいに基づく学校・学級づくりに努めるととも
に、教育相談体制も確立していきます。不登校傾向の児童生徒につ
いては「適応教室」などにおいて、個に応じて適切に取り組みます。
　進路指導においては、児童生徒が自らの生き方を考え、それぞれ
の興味・関心・能力・適正等に合った進路を主体的に選択し、決定
できるよう指導に努めます。

◆たくましい心と体を育てる健康教育の推進◆
　全ての教育活動を通して、積極的に生涯体育・スポーツ活動・文
化活動を実践する能力や気力、態度を育て、体力と精神力の向上に
努めます。また、健康で安全な生活を送る基礎を培うため、家庭や
学校医などとの連携のもとに、保健室の機能を十分に生かしながら
健康教育を推進します。

◆社会の変化に対応した実践的指導力の向上◆
　教職員が幼児・児童・生徒に与える影響は大きいものです。その

かんよう

ため、教職員自ら豊かな人間性の涵養に努めるともに、幼児・児
童・生徒に「生きる力」を育むための教育観の確立や意識変革、専
門性と実践的指導力の向上を図ります。また、新しい時代に即応し
た地域に開かれた学校園とするため、学校園外の教育力の活用を視
野に入れた内容を盛り込む等研修の充実を図ります。

【募　金　要　領】
●募金の目標額は1,000万円です。
●募金額として、個人は１口1,000円、団体・法人は１口10,000円
を目安としていますが、金額の多少は問いません。

●募金は、最寄りの郵便局、銀行、信用金庫から所定の振込用紙
で振り込みをお願いします。所定の振込用紙は、郵便局、銀行
等の窓口にあります。

＊この募金は、税法上地方公共団体に対する寄附金として取り扱
われます。

＊募金していただいたかたの名前を記録し、カプセルに入れてモ
ニュメントの下に保管します。
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市
民
が
健
全
で
快
適
な

生
活
を
営
む
上
で
基
盤
と

な
る
住
環
境
の
保
全
お
よ

び
育
成
に
つ
い
て
、
基
本

と
な
る
事
項
そ
の
他
必
要

な
事
項
を
定
め
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

資
す
る
た
め
に
「
芦
屋
市

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
市
内
で

建
築
物
の
建
築
お
よ
び
宅

地
開
発
等
を
行
な
う
場
合
、

関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ

く
手
続
、
例
え
ば
、
建
築

基
準
法
に
あ
る
建
築
確
認

の
申
請
前
に
、
「
宅
地
開

発
等
指
導
要
綱
」
ま
た
は

「
芦
屋
市
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
指
導
要

綱
」
に
基
づ
く
届
出
を
求

　平成11年度芦屋市芸術文化活動顕彰を３
月28日に行いました。芸術・文化の分野で
優秀な成績をおさめたかた・団体を表彰し
ました。

≪個人≫
精道小学校４年　浅井嵩大さん
（第12回物流ニッポン作品コンクール「こ
んなトラックがあったら」銅賞）
朝日ヶ丘小学校６年　松山和司さん
（ＴＥＥＮＳ　ＭＵＳＩＣ　ＦＥＳＴＩＶ
ＡＬ ’99全国大会オーディエンス大賞）
芦屋大学附属高等学校３年　辻田幹子さん
（兵庫県明るい選挙啓発ポスターコンクー
ル特選）
≪団体≫
県立芦屋南高等学校邦楽部
（第14回兵庫県高等学校邦楽コンクール兼
第23回兵庫県高等学校総合文化祭邦楽部
門演奏会金賞）

問い合わせ
人事課　138-2019

プロフィール

岡本威(おかもと・たけし)
　昭和39年本市に入所。平成７年総
務部長、９年企画財政部長を歴任。
55歳。

岡本収入役が就任

「
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
建
設
に
ご
協
力
を
！

問
い
合
わ
せ
　
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
設
実
行
委
員
会
事
務
局
　
企
画
課
内
　
1
#8 
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「芸術文化活動顕彰」
を行いました

問い合わせ　国際文化課　138-2008

　前豊田幾雄収入役の任期満了に伴い、３
月24日に開かれた定例市議会で議会の同意

を得て、岡本威氏
（元企画財政部長）
が、収入役に就任し
ました。任期は、平
成12年３月28日から
４年間です。

問い合わせ　開発指導課　138-2071

「芦屋市住みよいまちづくり条例」を制定

め
、
行
政
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
び
、
条
例
を
定
め
、
市
、
宅
地
開
発

事
業
者
、
建
築
主
お
よ
び
市
民
の
責
務
を

明
確
に
し
、
三
者
が
協
働
に
よ
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

条
例
の
内
容

■
基
本
的
に
は
、
現
行
の
「
宅
地
開
発
等

指
導
要
綱
」
お
よ
び
「
芦
屋
市
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
の
一

本
化
を
図
り
、
行
政
指
導
を
継
承
し
た
条

例
と
し
、
必
要
な
見
直
し
を
図
る
。

■
芦
屋
市
住
環
境
紛
争
調
停
委
員
を
設
置

し
、
周
辺
の
住
民
等
と
大
き
い
規
模
の
宅

地
開
発
や
建
築
物
の
事
業
者
と
の
紛
争
を

解
決
す
る
た
め
の
調
停
制
度
を
設
け
る
。

■
都
市
計
画
法
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等

の
決
定
の
促
進
お
よ
び
建
築
基
準
法
に
規

定
す
る
建
築
協
定
の
締
結
の
推
進
に
関
し
、

技
術
的
援
助
、
ま
た
は
活
動
に
要
す
る
経

費
の
一
部
の
助
成
、
ま
た
、
良
好
な
住
環

境
、
都
市
環
境
の
形
成
を
促
進
す
る
事
業

に
対
し
て
の
必
要
な
助
成
措
置
の
条
項
を

設
け
る
。

■
宅
地
開
発
お
よ
び
建
築
物
の
建
築
に
関

す
る
届
出
を
、
開
発
許
可
申
請
、
確
認
申

請
等
の
前
に
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
る
。

■
こ
の
条
例
に
基
づ
く
届
出
等
に
関
す
る

違
反
者
等
に
対
す
る
勧
告
、
命
令
、
な
ら

び
に
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
の
措
置
、
公

表
お
よ
び
過
料
に
つ
い
て
定
め
る
。

　
な
お
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
十
二
年
五

月
一
日
よ
り
施
行
し
ま
す
。

　このたび、行政改革の一環として組織の
スリム化を図るため企画財政部と総務部を
統合し総務部に、建設部と都市計画部を統
合し建設部としました。また、新しい行政
需要に対応するため、企画課、介護保険課
および建築指導課を新設したほか、福祉セ
ンター建設や火葬場整備事業を進めるため
の体制整備、土地区画整理事業を中心とす
る復興事業に重点を置き、部長級８人、次
長級15人、課長級45人を含む336人の人事異
動を行いました。部長級以上の異動は次の
とおりです。(  )内は旧。
◇総務部長（企画財政部参事）倉地弘行
◇総務部参事（企画財政部次長）日高滋
◇総務部参事（自治省財政局交付税課課長
補佐）御給健治

◇生活環境部長（総務部長）津田秀穂
◇保健福祉部長（生活環境部長）花岡啓一
◇建設部参事（都市計画部長）阪本登
◇建設部参事（都市計画部参事）原田和正
◇建設部参事（都市計画部参事）鷲尾健
【退職】◇渡辺嘉正（技監）◇山村昇（生
活環境部参事）◇溝田亘（保健福祉部長）

4月1日付で
組織改正、人事異動

　本年(西暦2000年)は、新たな千年紀の最初の年、
　また、市制施行60周年、
　消防本部・教育委員会設置50周年、
　芦屋市議会での非核平和都市宣言の決議から15周年に当たる
年です。
　これらの節目の年を記念して、市民参加のもとに「平和モ
ニュメント」の建設を計画しています。
　来るべき21世紀が戦争のない恒久平和の時代であることを願
い、国際文化住宅都市・芦屋にふさわしい「平和モニュメント」
建設に、市民の皆様のご協力・ご賛同をお願いいたします。「平和モニュメント」完成予想図

(市役所北館前広場に設置予定)

口座番号(順不同)
郵便局　口座番号00960-5-154757
さくら銀行　　芦屋支店　普通3744843
三和銀行　　　芦屋支店　普通3864473
第一勧業銀行　芦屋支店　普通1120339
富士銀行　　　芦屋支店　普通2220785
東京三菱銀行　芦屋支店　普通0435883
なみはや銀行　芦屋支店　普通3002215
みなと銀行　　芦屋駅前支店　普通1503963
関西西宮信用金庫　芦屋支店　普通0257961
尼崎信用金庫　　　阪神芦屋支店　普通0122652
口座名義…平和モニュメント建設実行委員会

【平和モニュメント建設実行委員会】

21世紀に生きる

　
阪
急
芦
屋
川
駅
の
す
ぐ
北
側

に
あ
る
桜
橋
は
、
大
正
末
か
ら

昭
和
初
期
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
阪
急
芦
屋
川
駅
は

今
の
よ
う
な
電
車
と
車
の
立
体

交
差
で
は
な
く
、
踏
切
が
設
置

さ
れ
電
車
と
車
・
人
が
行
き
来

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
駅

の
ホ
ー
ム
は
芦
屋
川
の
西
側
の

み
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

阪
急
電
車
を
利
用
す
る
芦
屋
川
東
側
の
人
た
ち
は
、

桜
橋
の
さ
ら
に
北
側
の
開
森
橋
、
駅
南
側
の
月
若
橋

(

ベ
コ
ベ
コ
橋)

を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
経

緯
か
ら
、
桜

橋
が
つ
く
ら

れ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
昭

和
十
三
年
の

阪
神
大
水
害

に
よ
っ
て
、

壊
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が

す
ぐ
北
側
に
、

二
代
目
の
桜
橋
が
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
橋

は
石
造
り
で
、
四
隅
の
欄
干
に
ハ
イ
カ
ラ
な
照
明
が

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
桜
橋
は
三
代
目
に
あ
た

り
、
昭
和
二
十
二
年
に
改
修
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
桜
橋
の
名
称
は
、
「
潮
見
ざ
く
ら
」
に
由
来
し
、

『
精
道
村
明
細
図
』(

昭
和
七
年)

に
「
櫻
橋
」
と
み

ら
れ
、
初
代
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

２代目の桜橋(左下に精道村の看板がみえる)

――　平成12年度「芦屋の教育―指導の方針」
　　　　　　　　　　　の概略をお知らせします　――

　
平
成
九
年
一
月
、

教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
策
定
さ
れ
て
か

ら
、
時
代
の
急
激
な

変
化
を
背
景
に
教
育

改
革
の
動
き
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
度
か

ら
の
完
全
学
校
週
五

日
制
の
実
施
に
向
け
、

幼
稚
園
で
は
今
年
度
か
ら
、
小
学
校
・
中

学
校
で
は
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
高
等
学

校
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
、
年
次
的
に
新

し
い
学
習
指
導
要
領(
幼
稚
園
で
は
教
育
要

領)

に
基
づ
い
た
教
育
が
な
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
今
年
度
か

ら
二
年
間
に
わ
た
り
、
そ
の
準
備
期
間
と

し
て
の
取
り
組
み
を
し
て
参
り
ま
す
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
、
そ
の
代

表
的
な
も
の
で
す
。

　
「
総
合
的
な
学
習
」
で
は
、
教
科
書
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
各
教
科

で
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
な
ど
を
相
互

に
関
連
づ
け
た
り
深
め
た
り
し
て
、
問
題

の
解
決
に
主
体
的
、
創
造
的
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
教
科
書
に
書
い
て
い
る
こ
と
を

覚
え
る
学
習
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
、
調

べ
、
発
表
す
る
学
力
や
態
度
を
身
に
つ
け
、

国
際
人
と
し
て
の
「
生
き
る
力
」
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
趣
旨
を
生
か
し
な
が
ら
、

学
校
教
育
で
は
、
今
回
の
教
育
改
革
が
、

学
力
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

の
不
安
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
指
導
の
質

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
が
全
国
的
に
知
ら
れ
、

芦
屋
市
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
の
発
信
が
な

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乳
幼
児
期
の
子
育
て
不
安
や
悩
み
に
関
す

る
相
談
に
の
っ
て
好
評
な
「
子
育
て
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
「
な
か
よ
し
広
場
」
を
五

カ
所
か
ら
六
カ
所
に
増
設
し
、
充
実
し
て

参
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
市
の
職
員
等
を
講

師
と
し
て
派
遣
す
る
「
芦
屋
市
生
涯
学
習

出
前
講
座
」
を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
市
の
行
政
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

る
よ
う
、
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

新教育課程を視野に入れた
  特色ある学校園づくりの推進

教育長　　三浦　清

　
学
習
内
容
を
厳
選
し
、
基

礎
・
基
本
の
徹
底
と
充
実
、

個
性
の
尊
重
や
創
造(

想
像)

性
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進
、

基
本
的
生
活
習
慣
や
善
悪
の

判
断
力
な
ど
の
道
徳
性
や
社

か
ん
よ
う

会
性
の
涵
養
、
健
康
な
体
づ

く
り
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
の
「
子
ど
も
読
書
年
」

に
ち
な
み
、
読
書
活
動
を
通

し
て
感
性
豊
か
な
思
慮
深
い

幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
今
年
度
も
、

「
多
様
化
、
高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
」
「
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
向

け
た
取
組
」
「
地
域
お
よ
び
家
庭
の
変
化

へ
の
対
応
」
「
民
間
の
教
育
諸
活
動
の
活

発
化
へ
の
対
応
」
を
柱
に
、
芦
屋
市
生
涯

学
習
推
進
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
「
生
涯

学
習
オ
ア
シ
ス
都
市
芦
屋
」
を
目
指
し
た

諸
施
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
ず
、
中
央
公
論
新
社
が
主
催
す
る
、

「
谷
崎
潤
一
郎
賞
」
の
受
賞
者
を
お
招
き

し
、
「
谷
崎
潤
一
郎
受
賞
記
念
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

こころ豊かな人づくり
日　時　定例会：毎月第１金曜日
　　　　臨時会：毎月第３金曜日
　　　　いずれも、午後４時～
会　場　教育委員会室
　　　　(市役所北館４階)
＊開催日は変更される場合があり
ます。

教育委員会開催日

クリーン作戦での清掃作業(宮川小学校)

を
高
め
、
人

間
尊
重
の
立

場
に
た
っ
た

信
頼
さ

れ
る
教

育
を
目

指
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
美
術
博
物
館
　
1
#8 

５
４
３
２

オープンスペースを利用した学習オープンスペースを利用した学習(宮川小学校)オープンスペースを利用した学習(宮川小学校)

阪急芦屋川駅と初代桜橋(昭和初期)阪急芦屋川駅と初代桜橋(昭和初期)
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被保険者数�
平成12年�

合　計�

65～69歳�
70～74歳�
合　　計�
75～79歳�
80～84歳�
85歳～�
合　　計�

5,165�
4,119�
9,284
2,731�
1,694�
1,598�
6,023
15,307�
30,659

要支援�
要介護１�
要介護２�
要介護３�
要介護４�
要介護５�

369人�
475人�
213人�
130人�
129人�
114人�

389人�
499人�
224人�
122人�
122人�
112人�

409人�
524人�
235人�
113人�
115人�
110人�

429人�
548人�
245人�
105人�
108人�
109人�

449人�
573人�
256人�
95人�
100人�
107人�

平成12年�平成13年�平成14年�平成15年�平成16年�

5,100�
4,209�
9,309
2,968�
1,861�
1,649�
6,478
15,787�
30,630

5,038�
4,297�
9,335
3,204�
2,029�
1,701�
6,934
16,269�
30,602

4,974�
4,387�
9,361
3,440�
2,196�
1,753�
7,389
16,750�
30,574

4,911�
4,475�
9,386
3,676�
2,364�
1,805�
7,845
17,231�
30,54640～64歳�

平成13年�平成14年�平成15年�平成16年�

（単位：人）�

要援護高齢者数�

居宅介護サービス量の見込み�

＊希望率は(％)、必要量、供給量は(回／年)です�
＊短期入所サービスの必要量、供給量は(週／年)です�

人口比：１号被保険者(65歳以上の高齢者)に対する割合�

１
号
被
保
険
者�

前
期
高
齢
者�

後
期
高
齢
者�

居宅サー
ビス計�

特別養護�
老人ホーム�
老人保健�
施設�
療養型�
医療施設�

施設サー
ビス計�

合　　計�

人　数�
人口比�

人　数�

人　数�

人　数�

人　数�
人口比�

人　数�
人口比�

平成12年�
希望率�
必要量�
供給量�
希望率�
必要量�
供給量�
希望率�
必要量�
供給量�
希望率�
必要量�
供給量�
希望率�
必要量�
供給量�
希望率�
必要量�
供給量�

33.66�
109,304�
109,304�
28.44�
572�
572�
32.39�
21,840�
21,840�
28.51�
2,652�
2,652�
38.33�
43,160�
43,160�
41.32�
18,172�
18,172

37.57�
122,044�
122,044�
32.44�
624�
624�
36.51�
24,700�
24,700�
32.50�
2,912�
2,912�
42.01�
48,100�
48,100�
45.18�
19,936�
19,936

41.53�
135,200�
135,200�
36.44�
676�
676�
40.64�
27,612�
27,612�
36.49�
3,172�
3,172�
45.64�
53,612�
53,612�
48.64�
21,616�
21,616

45.44�
147,628�
147,628�
40.43�
676�
676�
44.73�
30,368�
30,368�
40.47�
3,328�
3,328�
49.30�
59,176�
59,176�
51.37�
22,904�
22,904

49.35�
159,848�
159,848�
44.43�
728�
728�
48.86�
33,072�
33,072�
44.46�
3,484�
3,484�
52.75�
64,584�
64,584�
53.35�
23,842�
23,842

平成13年� 平成14年� 平成15年� 平成16年�

1,430人�
9.34％�

205人�

106人�

90人�

401人�
2.62％�

1,831人�
11.96％�

1,468人�
9.30％�

213人�

128人�

106人�

447人�
2.83％�

1,915人�
12.13％�

1,506人�
9.26％�

221人�

150人�

122人�

493人�
3.03％�

1,999人�
12.29％�

1,544人�
9.21％�

229人�

172人�

138人�

539人�
3.22％�

2,083人�
12.43％�

1,580人�
9.17％�

238人�

195人�

153人�

586人�
3.40％�

2,166人�
12.57％�

訪
問
介
護�

訪
問
入
浴
介
護�

訪
問
看
護�

訪
問
リ
ハ
ビ
リ�

通
所�

サ
ー
ビ
ス�

短
期
入
所�

サ
ー
ビ
ス�

市内の動物病院�
病 院 名 �

フジタ動物病院�
ブル動物病院�
芦屋動物病院�
飯盛動物病院�
野口動物病院�

松ノ内町3-23�
茶屋之町4-11�
打出小槌町9-1�
南宮町12-24�
東山町2-6

131-6500�
123-5655�
122-3961�
138-5554�
132-1551

住　所� 電話番号�

4/24�
4/25�
4/26�
4/27�
4/28

呉川公園�
岩園保育所前�
三条公園�
中央公園�
山麓公園�

旧山手幼稚園前�
楠公園�
津知公園�
東芦屋公園�
奥池バス停前�

14時45分～15時30分�13時15分～14時15分�
集合注射日程表�

山麓公園は、芦屋病院東側・和風園南側にあります。�

４／15（10:00～）～５／１（～10:00）

9ch
広
報

番
組
ガ
イ
ド�

レ�
ビ�
テ�

話予約可)
＜パーソナルトレーニング(第１期)＞
●内容…マンツーマンでの運動指導、栄
養指導、(全12回)●会場…体育館・青少
年センター●定員…７人●費用…11,000
円(トレーニング室使用料別途必要)●申
し込み４月19日(水)10時～
　問い合わせは、文化振興財団スポーツ
振興課(131-8228)へ。

┃第69回  高齢者｢会食懇談会｣
●日時…４月27日(木)12時●会場…老人
福祉会館●対象…市内70歳以上のかた●
会費…500円●定員…50人(先着順)●申し
込み…４月17日(月)から●問い合わせ…
社会福祉協議会(132-7530)

┃芦屋市商工会・商店連合会のホーム
┃ページを開設しました
　一度は行ってみたい、芦屋の気になる
お店。グルメ・ショッピング・観光スポッ
ト・文化・歴史など最新情報満載の“あし
やネット”http://www.ashiya-net.or.jp/
　問い合わせは、芦屋市商工会(1 23 -
2071)へ。

┃平成12年度中小企業融資制度説明会
●日時…４月21日(金)14時～●会場…西
宮商工会議所(西宮市櫨塚町2-20)●問い合
わせ…兵庫県阪神県民局商工課(1 06 -
6481-7641)

┃「兵庫労働局」がスタート
　地方分権の推進を図るための関係法律
の施行にともない、兵庫労働基準局、兵
庫女性少年室、兵庫県労働部職業安定
課・雇用保険課を統合し設置しました。
　問い合わせは、兵庫労働局総務部総務
課(1078-332-7000)へ。

┃地方税法施行50周年記念懸賞論文
┃の募集
●テーマ…｢これからの地方税｣●原稿…
400字詰原稿用紙20～25枚程度●締め切り
…５月15日(月)＜当日消印有効＞までに
下記へ●問い合わせ…地方税法施行50周
年記念事業実行委員会懸賞論文事務局
(103-5574-7249  〒105-8440  東京都港区
虎ノ門2-2-1自治省税務局企画課内http://
www.mha.go.jp/)
　　　　　　　　　
■訂正します
　本紙４月１日号に誤りがありました。
７面「市民ゴルフデーの開催」の費用は
４～11月は13,110円、12～３月は11,610円
(税抜き)、８面「市民のひろば」の「芦屋
を遠く離れて」の投稿者の氏名は「山口
潤」氏です。訂正しお詫びいたします。

4月28日まで
国民年金(4月分・前納分)
　　　 　／保険年金課年金係　138-2036
5月1日まで
法人市民税・事業所税(2月29日決算の
法人等) 　　  ／課税課管理係　138-2015

お　し　ら　せ

毎月20日は�

電車・バス等を利用しましょう�

「阪神地域ノーマイカーデー」�

新高齢者保健福祉計画

　
本
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
の
進
行
は

著
し
く
全
国
平
均
を
上
回
る
水
準
で
推
移

し
、
介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
核
家
族
化
に
よ
る

ひ
と
り
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
増

加
、
働
く
女
性
の
増
加
等
、
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て

高
齢
者
お
よ
び
壮
年
者
の
実
態
と
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
お
よ
び

壮
年
者
の
健
康
づ
く
り
を
中
心
に
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
支
え
合
い
の
中
で
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け

る
た
め
に
「
第
二
次
芦
屋
す
こ
や
か
長
寿

プ
ラ
ン
21
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

計
画
の
構
成

　
こ
の
計
画
は
、
新
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
を
一
体
的
に
策

定
し
た
も
の
で
、
高
齢
者
等
の
現
状
、
高

齢
者
関
連
施
策
等
の
現
状
と
課
題
を
基
に
、

「
新
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
で
基
本
計

画
、
基
盤
整
備
、
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

で
計
画
の
基
本
的
考
え
方
と
事
業
計
画
、

「
推
進
体
制
」
で
行
政
お
よ
び
民
間
事
業

者
、
市
民
等
の
役
割
分
担
と
保
健
・
医

療
・
福
祉
等
の
連
携
に
つ
い
て
定
め
て
い

ま
す
。

計
画
の
期
間

　
こ
の
計
画
の
期
間
は
五
年
を
一
期
と
し
、

平
成
十
二
年
度
を
初
年
度
、
平
成
十
六
年

度
を
目
標
年
度
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
三

年
を
通
じ
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
介
護
保
険
事
業
計
画
は
三
年
ご
と

に
見
直
し
ま
す
。

┃保健婦の募集
　高齢者を対象に医療に関する適切な訪
問指導をするため、年間120日程度勤務で
きる保健婦を募集します。
　問い合わせは、保険年金課医療助成係
(138-2037)へ。

┃機能回復訓練事業臨時職員の募集
●応募資格…50歳くらいまでで理学療法
士１人●勤務…13時～16時、月２日以上
●賃金…１回6,120円●申し込み…５月１
日(月)までに履歴書(写真貼付)を下記へ持
参または郵送〈必着〉●問い合わせ…保健
センター(131-1586 〒659-0065  公光町5-10)

┃嘱託職員の募集
●職種…外来看護婦●資格…看護婦免許
を有する者●年齢…40歳くらいまで●報
酬…時間給1,365円～1,725円●問い合わせ
…芦屋病院総務課管理係(131-2156)

┃固定資産税・都市計画税の納期
　固定資産税の評価替えのため、固定資
産税・都市計画税の第１期の納期限は、
５月31日(水)となっています。
　問い合わせは、課税課固定資産税係
(138-2017)へ。

┃「みどりの日」記念植樹式での緑の
┃相談所の開設について
　４月29日「みどりの日」を記念して植
樹式会場(松ノ内公園・松ノ内町6-44)で９
時より緑の相談を受け付けます。花や緑
に関するどんなことでもご相談ください。
　問い合わせは、都市整備公社みどりの
課(138-2103)へ。

┃就学奨励費の申請
　経済的な理由により就学させることが
困難な市立の小・中学校に就学している
児童・生徒の保護者に、学用品・通学用
品費、校外活動費等の援助を行います。
●対象…①生活保護を受けている人②世
帯の年間所得額が基準額以下の人●申請
方法…各学校へ
　問い合わせは、教育委員会総務課(138-
2085)へ。

┃スポーツ振興課からのお知らせ
＜かくれ肥満改善教室＞
●日時…５月11日～７月13日(毎週木曜、
計10回)13時15分～14時30分●会場…体育
館・青少年センター剣道場●内容…毎回
の体重･体脂肪を記録しながら内臓脂肪･
皮下脂肪を有酸素運動で燃焼させる●講
師…･久木田範行氏●定員…25人(先着順)
●対象…16歳以上の健康な男女●受講料
…7,000円●申し込み…４月20日(木)10時
～体育館･青少年センター１階受付へ(電

問い合わせ　芦屋市民まつり協議会
132-0522 (月・水・金、10～16時)

(〒659-0067  茶屋之町1-1  ブラウンビル２階G号)

市民チャリティーゴルフ大会
第22回 芦屋サマーカーニバル　プレ・イベント

　
　
現
在
、
平
成
十
二
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
平
成
十
二
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

を
四
月
二
十
四
日(

月)

ま
で(

土
曜
日
、
日
曜
日

を
除
く)

行
っ
て
い
ま
す
が
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
芦
屋
市
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
が
で
き
ま
す
。
審

査
委
員
会
は
、
市
民
、
学
識
経
験
者
の
か
た
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
課
税
庁
と
納
税
者
と
の
中
立
の
立
場
で
審
査
し

ま
す
。
審
査
申
出
の
期
限
は
、
平
成
十
一
年
度
税
制
改
正

で
、
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
三
十
日
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
度
の
納
税
通
知
書
の
発
送

は
、
五
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

　
課
税
の
内
容
等
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

課
税
資
料
を
も
と
に
十
分
な
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
縦
覧
会
場
ま
た
は
固
定
資
産
税
係

の
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　文化振興財団事業部　131ｰ4962

モンセラ修道院聖歌隊公演スペイン・カタルーニャ まちづくりに市民のかたの参加を

日　　時　５月26日(金)午前８時30分～(荒天中止)
会　　場　芦屋カンツリー倶楽部
定　　員　140人
費　　用　22,000円(パーティ費用、賞品代含む)

＊サマーカーニバルの開催費用に活用
申し込み　往復はがきに氏名・住所・性別・電話

番号・生年月日を記入のうえ、５月10
日(水)までに、下記へ

日　時　５月28日(日)午後２時開演 　
　　　　(午後１時30分開場)　
会　場　ルナ・ホール　
入場料　大人2,500円
　　　　大学生以下2,000円　
＊前売り、当日券とも同一料金・全席

自由席(前売り券売り切れの場合当日券は発売しません)
出　演　モンセラ修道院聖歌隊、芦屋少年少女合唱団　
プログラム　アヴェ・マリア／ブラームス　花／滝廉太郎　ほか
チケット発売所　市役所売店、モンテメール大蓄、市民センター内

グリル業平、チケットぴあ、ローソンチケット、
文化振興財団事務所

計
画
策
定
の
背
景
お
よ
び
目
的

　
我
が
国
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ

て
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者
が
急
速

に
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
が
必
要
な
期
間
が
長
期
化

し
た
り
、
介
護
す
る
家
族
の
高
齢
化
な
ど

が
進
ん
で
お
り
、
家
族
に
よ
る
介
護
で
は

十
分
な
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

芦屋すこやか長寿プラン21

生きがいを実感しつつ、心豊かにくらせる社会
　高齢期を迎えると、心身のさまざまな側面で機能低下は目立ってきます
が、健康の維持・増進を図り、これまでに培われた知識・技術・経験等を最
大限に生かし、社会活動や学習活動等に意欲的に取り組めるようなエイジレ
スの社会づくりを目指します。

社会的連帯感で結ばれたぬくもりのある社会
　介護や介助が必要になっても、安心して住み慣れた家庭や地域で暮らせる
よう、高齢者の生活自立や介護家族の健康管理等を支援していくとともに、
一人ひとりの個性と意思を尊重し、みんなが心豊かに楽しく暮らせる社会の
形成を目指すノーマライゼーションの思想を浸透させ、市民が共に生きる認
識と理解あふれる社会づくりを目指します。

人間性重視の人にやさしい社会
　人にやさしい、安全・快適な生活環境づくりを推進し、高齢期を迎えるま
で暮らしてきた地域との関係を保ち続け、その一員として快適に暮らせるよ
うに、人間性重視の生活環境づくりを目指します。

４　アクティブな健康づくりの推進
５　予防対策の充実
６　医療体制の充実
７　介護保険事業の推進
８　生活自立支援の推進
９　介護家族の健康管理等支援の充実
10　相談・情報提供体制の充実
11　地域総合援護システムの構築
12　人権擁護システムの確立

１　就業の促進と高齢期の生活安定確保
２　社会参加の促進
３　生涯学習の充実

13　人にやさしい住宅づくりの推進
14　高齢社会対応型の環境づくりの推進
15　市民と進める安全な生活環境づくりの推進

　平成12年の高齢化率は18.5パーセント、要援護者の出現率は
11.96パーセントで、平成16年には、それぞれ20.5パーセント、
12.57パーセントになると予測されます。計画策定にあたっては、
可能な限り住み慣れた地域や家庭で生活が送れるよう居宅サービ
スを重視し、居宅サービスの種類ごとに要援護高齢者で、サービ
スを希望される利用率から市での必要量を算出し、必要量に対し
供給率100パーセントの基盤の確保を図っています。

低所得者対策
■保険料の減免
　市民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者に対する減免―50パーセン
ト減免します。
■利用料の減免
　ホームヘルプサービス利用者に対する利用者負担の軽減―市民税非
課税者は、利用者負担10パーセントを３パーセントに軽減します。
　社会福祉法人による生計困難者に対する利用者負担の減免―特に生
計が困難で、社会福祉法人の特別養護老人ホーム・デイサービス・
ショートステイ・ホームヘルプサービス事業
を利用する場合、利用者負担を減免(1/2程
度)します。

介護予防・生活支援対策
■軽度生活援助事業
　軽易な日常生活上の援助をシルバー人材センターに委託し実施しま
す。(サービス例―外出時の援助、食材の確保、家周りの手入れ等)
■生きがい活動支援通所事業
　ゆうゆう倶楽部、老人福祉会館等で、日常動作訓練から趣味活動(生
きがい活動)等の事業を社会福祉協議会に委託し実施します。

家族介護支援対策
はいかい

■徘徊高齢者家族支援サービス事業
ち ほうせい

　徘徊の見られる痴呆性の高齢者を介護している家族に対し、痴呆性
高齢者が徘徊した場合に、早期に発見できるシステム機器を無償貸与
します。(機器利用料は１割負担)

要介護認定での非該当者への対応
　要介護認定で非該当になった場合も、サービスが必要な人について
はサービス提供を行います。提供サービスは、訪問介護、通所介護、短
期入所生活介護で自己負担額は介護報酬単価の１割です。

介護サービスに関する相談窓口
　介護認定・在宅のサービス利用・介護保険施設への入所に関する相
談は、お近くの居宅介護支援事業者にご相談ください。

共に生きる安心できる
くらしをめざして　

■募集人数　満年齢20歳以上の人(平成12年４月
１日現在)１人。ただし、成年被後見人もしくは
被保佐人または破産者で復権を得ない人は応募
できません■応募方法　建設部総務課にある所
定の用紙(都市計画に関する作文あり)に記入し
４月20日～28日の執務時間内に下記へ提出■選
考方法　応募者多数の場合、選考の上、決定

都市計画審議会委員を募集します

問い合わせ　建設部総務課　138-2070

　
高
齢
社
会
を
迎
え
、
本
市
で
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
会
（
委
員
長
・
浅
野
仁
関
西
学
院
大
学
教
授
）
を
平
成
十
年
十
月
八
日
に

設
置
し
、
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
計
画
の
概
要
版
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
お
近
く
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
お
よ

び
市
高
年
福
祉
課
の
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

＜目指すべき社会像＞＜基本理念＞

人
と
人
が
助
け
合
う
ぬ
く
も
り
の
あ
る
福
祉
社
会

生涯を通じ生きがいに満
ちたくらしをめざして

基本目標および施策の体系

＜基本目標＞ ＜施策の方向＞

→

→

→

■持参するもの　通知はがき(犬の登録をして
いるかたに送付しています)

■費用(一頭につき)　登録済みの犬3,200円、
注射と新規登録の犬6,200円

■注意事項
・注射の前には、必ず犬の健康状態を確認し
ておいてください。

・以前に予防注射によりアレルギーやけいれ
ん発作を起こしたことのある犬、老犬(10歳以
上)、妊娠犬、攻撃性のある犬などは、事前
に動物病院にご相談ください。

・会場に来られない場合は、必ず６月末日ま
でに動物病院で受けてください。

・注射の時には、犬を押さえてください。
・日時、会場を確認のうえ、お越しください。

狂犬病予防注射と
犬の新規登録のお知らせ
問い合わせ　環境管理課　138-2050

　芦屋市都市計画審議会条例が改正され、審
議会委員に市民を任命する項目が新設されま
した。都市計画行政について関心をお持ちの
かたの応募をお待ちしています。

　市では昨年、市民の皆さんの暖かいご支援
のもと、「緑の募金」に121万2,161円の募金が
ありました。募金は、(社)兵庫県緑化推進協会
において緑化活動のために活用されます。一
連の事業として市にも還元され、学校園の緑
化活動や新設した山手南緑地の整備に役立て
られました。
　今年もみどりの日(４月29日)の街頭募金をは
じめ、地域・職場・学校募金にご協力をお願
いします。

緑の募金にご協力を

問い合わせ　公園緑地課　138-2065

第2次

問い合わせ　高年福祉課　138-2044

■放送時間　午前６：00～午後11：30 (上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り
返し放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006
■CATV加入に関する問い合わせ　!ケーブルネット神戸芦屋(J-COM神戸・芦屋)　70120-181-344　

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

　これまで兵庫県動物愛護センターで行って
いました犬の登録事務および狂犬病予防注射
は、平成12年度から芦屋市生活環境部環境管
理課で行います。
　また、犬の登録事務および狂犬病予防注射
以外の業務は、従来どおり兵庫県動物愛護セ
ンター(106-6432-4599)で行っています。
(注)保健所では、動物に関する業務は一切行わ
れていません。

介護保険事業の円滑な推進のための取り組み
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介護保険事業計画

人間性重視の生活環
境づくりをめざして

問い合わせ　介護保険課　
138-2024 (介護認定・サービス利用等)　138-2046 (資格・保険等)

―新高齢者保健福祉計画および介護保険事業計画―

４月１日から、
　犬の業務の窓口が一部変わりました

納　 期

問
い
合
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みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)フォーカス芦屋  介護保険便利帳

暮らしの情報「美味しいお酒のつき合い方  日本酒編②」
とびだせスタジオ  あしやリポート(＊)

「山菜採りと春グルメ」
芦屋の人(＊)　　「端純子さん(ボランティアネットワークCO-A代表)」
芦屋市民企画番組(＊)　「読み・書き・電脳～パソコンは玉手箱」
暮らしの情報(再)「家庭でできる簡単リフォーム　家具編１」
撮りっきり芦屋(＊)　「ダイヤブロックで遊ぼう」、「さくらまつり」
文字放送　「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
市民の広場ＴＶ伝言板

ニッポンみたまま(30分番組)

① ６:00
② ８:30
③ 11:00
④ 13:30
⑤ 16:00
⑥ 18:30
⑦ 21:00
① ７:00
② ９:30
③ 12:00
④ 14:30
⑤ 17:00
⑥ 19:30
⑦ 22:00


